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WEEE2.0

・2012年7月にWEEEがrecastされ新しいものとなった。

・目標であった4kg/capitaは無くなり、代わりに、各国で市場に投入されたものの
65％などといった新たな目標に向けて動くことになった。

・EU全体として、収集の成績が悪かった国に対して収集を押し上げることも言われて
いる。不法輸出などの対策も当然継続実施。

・ある意味バラバラに行われていた処理技術の内容を一元化していくために、処理
基準の作成に向けて動くことも明示された。

・カテゴリーでは別のボランタリー・アクションで実施されていた廃PVパネルが、
WEEE2.0に組み込まれた。

・旧WEEEとWEEE2.0 に先立って改訂されたRoHS2.0との関係は希薄に（カテゴリーが
不一致となった）なる。

・RoHSの以外に、EUの上位概念である。ErP、REACH等の考えがエコデザインの部分
に入るようになる。このことは、WEEE2.0が有害物管理だけでなく資源利用効率も
フォーカスに入れた考えになっていくことを示唆する。

・また、このWEEEで言われる資源性の話は、他の同様のリサイクル（たとえば自動
車など）にも同様に当てはまる。



WEEEの変更点
①製造者の登録および報告の一元化

一つの国内で登録した製造者がEU全土で活動できるようにする。これにより、費用は6000万ユーロ削減できる。

②新たな回収目標の設定

各国一律4kg/capitaを各国の過去2年間の販売製品重量の65％とした。

③リサイクルと再使用に関しての実行目標の設定

目標の中に機器全体の再使用（そのまま再使用）を含める。

理由は最使用の選択肢をなくさないため。目標値は５％（現在その程度が適していると考えられるため）

④回収の対象の追加、定義の明確化

医療機器の範囲を拡大

製造者の経済的義務と組織的義務を明確にするために、対象機器を家庭用と業務用に分ける

⑤検査要件の追加

加盟国に最低限の検査要件を設け、指令の執行を強化する。また、WEEEの輸送に関しても最低限の監視要件を定める

⑥費用の負担

基準を満たさない施設や海外流出を防ぐために、製造者責任を明確にする。回収費用を製造者がまず全額負担する。最終
的に費用は消費者の費用に移行させる。

⑦消費者への周知

回収・処理・廃棄の費用を製造者が消費者に対して、製品販売時に示すことができるようにする
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今回の発表はEUで循環経済政策を積極的に推し進めると
の宣言
この方向性で研究開発、投資を行い、雇用創生を進める。
EUには a sustainable and environmentally-friendly business
を成長させることができる多くの要素がある。
省資源で効率よい製品の製造、2次原料使用の促進などか
ら循環経済は雇用創生の大きく寄与する。

多くの国民の皆さんに理解していただき、国、企業間の連携
をより一層進め、本政策を実行する。

EU 循環経済のHPでの宣言



•Funding of over €650 million （約800億円）under Horizon 2020 and €5.5 billion（約
6500億円） under the structural funds;
•Actions to reduce food waste 廃棄食料の削減並びに有効利用など関する指標、な
らびに技術開発 by 2030
•できるだけ一つの市場で使えるようにするquality standards for secondary raw 
materialsの確立
•エネルギー効率、修復性、耐久性、リサイクル性を維持するためのEcodesign working 
plan for 2015-2017の確立
•A revised Regulation on fertilisers,従来の非長と有機肥料のバランスを考慮;
•A strategy on plastics in the circular economy, リサイクり性、生分解性、有害物質の
添加物の排除、また海洋投棄の削減

•水の再利用の促進 適材適水 （すべてをきれいに再生しなくても使える場所に対応
して再生、雨水の直接利用なども含む）

循環経済政策の内容の概要





www.circularmaterialsconference.se/speaker-presentations-2016/

http://www.circularmaterialsconference.se/speaker-presentations-2016/
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廃製品からの金属回収の流れ
－産業イノベーションの視点から－
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廃製品からの素材の循環使用の
最大の課題

•廃製品の排出は多様

個別リサイクル法で対応

廃棄物処分場の延命が大きな

インセンティブ

•一つの廃製品から排出される素
材の量は少なく、素材の種類は多
い

資源回収として効率の良い分離

と既成プロセスの有効利用

資源の供給は常に変動する
量、価格も



・真の意味での廃棄
物処理業と
リサイクラーの融合

・動脈産業と静脈産
業の情報交換の促
進

・リサイクルの国際
標準化への対応

廃棄物処理・リサイクル産業のステータスの向上 これによる環境の産業化


